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第２ ごみ処理 

 

１ ごみ量の推移 

（単位：トン） 

年 度 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 

家庭系ごみ 934,761 927,676 919,613 854,487 651,308

 燃やすごみ 900,826 895,436 885,985 819,903 615,317

事業系ごみ 674,394 658,231 612,727 461,140 411,963

計 1,609,155 1,585,907 1,532,340 1,315,627 1,063,271

 

２ 平成 17年度 処理状況  

 （単位：トン）  

 

ごみ量

1,063,271

家庭系ごみ
651,308

鶴見工場
　　　129,596
港南工場
　　　33,814
保土ケ谷工場
　　　   171
旭工場
　　　68,463
都筑工場
　　　41,226
金沢工場
　　　129,762

焼却
403,032

神明台処分地
　　　　1,563
南本牧廃棄物
最終処分場
　　　　7,368

直接埋立
8,931

鶴見工場
　　119,893
港南工場
　　41,165
保土ケ谷工場
　　129,815
旭工場
　　63,335
都筑工場
　　141,538
金沢工場
　　141,512

焼却
637,258

直接埋立
14,050

神明台処分地
　　　　　37
南本牧廃棄物
最終処分場
　　 14,013

埋立
（焼却残さ

埋立を含む）

167,371

焼却残さ
資源化
12,494

焼却残さ

埋立

144,390

焼却残さ
156,884

事業系ごみ
411,963

神明台処分地
113,781

南本牧廃棄物最終処分場
30,609

 



3　　平成17年度ごみ組成

上段円グラフは、事務所別ステーションごみ・事業系ごみデータを使用。すべて湿基準で表示。
燃やすごみは、家庭ごみの分別品目「焼やすごみ」の組成。
事業系ごみは、焼却するものの組成。
下段棒グラフは、平成13～14年度については、家庭ごみ･事業系ごみの全データより算出し、平成15～17年度
は、工場ごみピットより採取したごみのデータを使用した。
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